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事業名称 こども園整備事業 担当 社会福祉課 

〔目 的〕 

子どもの健やかな成長を第一に考え，質の高い教育・保育を提供するため，竹原地区の保育

所（竹原西，中通）と幼稚園（竹原西）の３園を統合し，こども園を整備する。 

 

〔事業概要〕 

 こども園建設予定地として，中国財務局から未利用国有地の取得を行う。また，設計業務を

実施するため，公募型プロポーザルにより業者を選定し，業務委託を行う。 

・施設の概要 

場  所 竹原市竹原町 

構  造 木造２階建 

敷地面積 3,169.25㎡ 

延床面積 1,112.96㎡ 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

 ⑴用地取得 

 Ｈ30年 8月～ 中国財務局呉出張所と 

取得について協議 

Ｈ31年 2月  売買契約締結 

 ⑵設計業務 

 Ｈ30年 4月 公募型建築プロポーザルにより委託業者を決定 

        適宜，業者と協議のうえ基本設計，実施設計作成 

 Ｈ30年 6月,10月 ワークショップ開催（自治会，保護者，近隣住民，市職員等） 

  Ｈ31年 2月 工事入札 

 

〔H30年度予算額〕  

190,500千円（当初） 

562,000千円（２月補正） 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 ・こども園建設工事 

 ・保育所統合に伴う引越し作業や必要となる備品整備等の開園準備 

 ・Ｈ32年 4月開園に向けて，教育・保育内容や運営体制について具体的な協議等を行う 

 

〔H31年度予算額〕 

  26,714千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 児童館整備事業 担当 社会福祉課 

〔目 的〕 

福祉会館の老朽化や耐震性等の課題へ対応し，引き続き児童の健全育成を図るため，勤労青

少年ホーム３階を改修し児童館を移転する。 

 

〔事業概要〕 

 勤労青少年ホーム３階を改修し，中央児童館事務スペース，遊戯スペース，閲覧スペース等

を整備する。 

その他，駐輪場の整備やエアコンの修繕，必要な備品の購入等，必要な施設整備を行う。 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

Ｈ30年 4月～5月 設計業務 

Ｈ30年 6月～8月 改修工事等 

Ｈ30年 7月 9日～ 臨時休館 

Ｈ30年 8月 1日  再開 

 

 

 

 

 

 

【利用者数（人）】 

 

 

 

 

 

〔Ｈ30年度の周知（広報）状況〕 

広報たけはら，市ホームページ，SNS， 

市内小学校・中学校・保育所・こども園等へ文書配布 

 

〔H30年度予算額〕  

10,661千円 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 

464 278 472 64 696 375 

10月 11月 12月 1月 2月  

294 181 378 175 199  

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 引き続き，児童館において，児童に健全な遊びを与えてその健康を増進し，情操をゆたかに

し，児童の健全な育成を図る。 

 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 竹原保育所耐震改修事業 担当 社会福祉課 

〔目 的〕 

地震による施設の倒壊から子どもの生命を守り，災害時の被害の軽減を図るため，竹原保育

所の補強工事を実施する。 

 

〔事業概要〕 

 建物の安全性を確保するため，職員室の RC 構造壁の増設とこれに伴う内・外装の吹付，ク

ロス張り替え等の建築工事及びコンセント移設等の電気設備工事を行う。 

・園舎の概要 

建 築 年 昭和５５年 

構  造 RC 造２階建 

延床面積 825 ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

Ｈ30年 7月～8月 設計業務 

平成 30年 10月～平成 31年 1月 工事実施 

 

〔Ｈ30年度の周知（広報）状況〕 

 保育所だより等により，保護者・近隣住民へ周知 

 

〔H30年度予算額〕 

3,500千円 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 引き続き，全ての子どもが安全な環境で健やかに成長できるよう施設の整備に努める。 

 

 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 乳幼児健康診査機器整備事業 担当 健康福祉課 

〔目 的〕 

視力検査機器を導入し，眼科に関する疾病の早期発見・早期治療を促すものである。 

 

〔事業概要〕 

 3 歳児健康診査を受診する全ての幼児を対象に，看護師又は保健師が視力検査機器を用いて

検査を実施する。 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.1月) 〕 

 事業を開始した７月からの実施期間内で，３歳児健康診査の受診者数８１名のうち，視力検

査機器での検査により，精密検査（眼科）受診券の交付となったのは６件（７．４％）であっ

た。1 月の時点で受診結果待ちが３件，受診し結果が把握できているのは３件である（異常な

し １件，経過観察 ２件）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔Ｈ30年度の周知（広報）状況〕 

 視力検査機器での測定方法や測定内容を，3 歳児健康診査の案内に同封して保護者の方に周

知している。 

 

〔H30年度予算額〕  

1,350千円 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 引き続き，３歳児健康診査にて，看護師又は保健師が希望者に視力検査機器を用いた視力検

査を実施する。 

 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 ＩＣＴ活用教育推進事業 担当 学校教育課 

〔目 的〕 

電子黒板やタブレット型端末等の ICT機器を効果的に活用し，教員の ICTを活用した指導力

の向上及び児童生徒の情報活用能力の向上を図り，主体的・対話的で深い学びを実現し，ひい

ては，学力向上へとつなげるものである。新学習指導要領全面実施に向けて計画的に取り組む

基礎を作る。 

 

〔事業概要〕 

 ICT 支援員が市内小・中・義務教育学校（全１２校）を定期的に訪問し、授業支援や教材作

成支援，教員への研修等を通じて，ICT 活用教育を推進するものである。教育委員会は，ICT

支援員と連携し，ICT 活用教育に関しての課題を共有，解決に向け取組を行う。 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

 ６月より１名新規採用し，各学校の要望に合わせて巡回している。 

教職員と連携し，ICT を活用した授業の提案や，ICT 機器の準備，メンテナンス，授業中の

操作補助や障害対応に当たっている。 

学校にはタブレット型端末のほか，電子黒板や書画カメラ，無線 LANアクセスポイントなど

の各機器や，授業支援，学習支援，デジタル教材などの各ソフトウェアが多く存在しているが，

ICT支援員の高い専門性に基づいた支援によって，それらの効果的な活用が図られている。 

 

 平成２９年告示の小学校学習指導要領に 

おいては，プログラミング教育(※)を計画的 

に実施するよう明記されている。 

学習指導要領の全面実施に先駆け，先進 

的な取り組みをすることによって，教員や 

児童生徒の新たな能力開発に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

〔H30年度予算額〕 

1,809千円 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 平成３２(2020)年の小学校学習指導要領全面実施に向けて，引き続き各学校と連携を取りな

がら，教員や児童生徒の能力開発の手助けをしていく。 

平成３１年の全国学力・学習状況調査においては，ICT 機器を使った「話すこと」調査が行

われるなど，ICT 機器を使う取組が必須とされ広がっていく中で，専門性を活かした支援を行

い，円滑に授業が進められるようにしていく。 

〔H31年度予算額〕 

  1,745千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

※プログラミング教育： 

各教科等の特質に応じて，児童がプログラ 

ミングを体験しながらコンピュータに意図 

した処理を行わせるために必要な論理的思 

考力を身に付けるための学習活動 



- 6 - 

 

 

事業名称 生徒指導支援事業 担当 学校教育課 

〔目 的〕 

生徒指導上課題を抱える生徒への指導助言等を中心とした活動を行い， すべての生徒が

安心して学ぶことができる教育環境を確保する。 

生徒の問題行動に対する教職員の適切な対応や組織的な生徒指導体制について指導助言

を行い，問題行動へ未然防止，早期発見，適切な対応を図る。 

 

〔事業概要〕 

（１）生徒指導上課題のある生徒への指導助言 

ア 問題行動への指導助言 

イ 問題行動に関する相談活動 

ウ 特別な指導の援助 

エ 授業中や休憩時間における生徒の見守り 

オ 学校の組織的な生徒指導体制に係る指導助言 

（２）学習面に課題のある生徒への指導助言 

ア 各授業においてティーム・ティーチングによる学習面の指導助言 

イ 授業外において学習面に課題のある生徒に対する個別指導 

（３）定期的な市教委への報告，連携 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

 生徒指導支援員１名が，市内中学校及び義務教育学校を巡回している。 

平成３０年４月から平成３１年１月までに１５２日（約７５６時間）勤務し，生徒指導上の

課題や学習面について生徒や教諭等に対し指導助言を行っている。 

特に，生徒指導上課題のある生徒に対して積極的な声掛けや指導を行い，問題行動の未然防

止に努めている。市内中学校及び義務教育学校（後期課程）での暴力事案については，平成２

９年度は６件であったが，平成３０年度は現在まで２件と減少している。 

また，各校の管理職や生徒指導主事と綿密な連携を行い，実態に応じた生徒指導の課題に対

する相談活動や指導支援を進めている。 

教育委員会は，生徒指導支援員と日常的に連携し，市内の学校の状況を共有して，各校への

指導支援に生かすことができている。 

 

〔H30年度予算額〕  

1,661千円 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 生徒指導支援員１名を配置し，市内中学校及び義務教育学校（後期課程）を巡回指導する。

生徒指導上課題のある生徒への指導や生徒指導を行う教員への指導助言を行い，すべての生 

徒が安心して学ぶことができる教育環境を確保する。 

〔H31年度予算額〕 

  1,548千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 歴史文化啓発冊子作成事業 担当 文化生涯学習課 

〔目 的〕 

郷土愛の醸成や歴史文化の啓発のため，古代から現代までの総合的な歴史文化の啓発冊子を

作成する。 

 

〔事業概要〕 

 歴史文化啓発冊子を 1,000部作成し，市内小学校や図書館など関係者に配布する。 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

H30.4～H31.1 原稿執筆 

H31.1     原稿入稿 

H31.3     市内小中学校，図書館へ配布予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔H30年度予算額〕 

3,200千円 

Ｈ31年度の取組 

 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

歴史地図作成に係る小学校での授業風景（４月） 

歴史地図作成に係る小学校現地調査風景（５月） 
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事業名称 観光プロモーション事業 担当 産業振興課 

〔目 的〕 

首都圏からの新たな観光客の誘致を目的に、旅行商品の造成、情報発信の強化、観光 PR イベント

の実施など一体的な観光プロモーションを行う。 

〔事業概要〕 

項目 概要 

旅行商品 市内宿泊を伴う個人及び団体向け旅行商品を企画・造成・販売した。 

※団体旅行は 3月に予定。 

広告媒体を活用した

情報発信 

雑誌や WEB、インフルエンサーの SNSなどを活用し、広島県竹原市に行

ってみたいと思わせる情報発信を行う。 

首都圏における観光

PRイベント 

ひろしまブランドショップ TAU でのトークイベント・物産展、まるご

と HIROSHIMA博 2018への出展、日本百貨店しょくひんかんにおける竹

原物産フェアの実施 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.3月) 〕 

項目 概要 

旅行商品 個人旅行  9/1募集開始  98件 246名泊（2/4現在） 

団体旅行  3/16・3/17に実施予定。 

広告媒体を活用した

情報発信 

女優わたなべ麻衣による SNS情報発信 年 7回 

10月発売の年間誌「2019首都圏版冬 Walker」に広告掲出 

9月～JTB Webサイト「るるぶトラベルツアー」「瀬戸内の島々」 

「ジャパニカン」に旅行商品等観光情報を掲載 

9月～個人旅行商品のチラシを TAUや JTB各店舗に配架し、以下イベン

ト会場で参加者に手交 

首都圏における観光

PRイベント 

9/8・9/9  ひろしまブランドショップ TAUでのトークイベント 

9/8～9/14  ひろしまブランドショップ TAUで竹原物産展 

11/17・11/18 まるごと HIROSHIMA博 2018への出展 

3/5～3/11 日本百貨店しょくひんかんで竹原物産フェア 

〔Ｈ30年度の周知（広報）状況〕 

それぞれの事業に応じて、広告の掲載、チラシの配布、SNS・WEBを利用した情報発信を実施した。 

〔H30年度予算額〕 

7,700千円 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

消費を促す新たな産品開発事業、体験型観光商品造成事業、首都圏をはじめとする大都市圏での観

光プロモーション事業を行う。 

 

〔H31年度予算額〕 

  9,000千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 竹原芸術イベント事業 担当 文化生涯学習課 

〔目 的〕 

町並み保存地区の新たな魅力の創造と文化芸術の推進のため，歴史的な町並みとアートを融

合したイベントを東京藝術大学・大学院の学生と行う。 

 

〔事業概要〕 

平成３０年９月１日から９月２４日にかけて，町並み保存地区およびその周辺施設において

作品展示を行う。また，市内小学校で交流授業を行う。 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

 期間内入場者数 4,674人【会場：森川邸，松阪邸，賴惟清旧宅，旧上吉井邸】 
  
H30.9.1～9.24  

作品展示 

  

 

 

 

 

 

 

H31.9.19～9.20  

小学校での交流授業 

（竹原西小学校・東野小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

〔Ｈ30年度の周知（広報）状況〕 

チラシ・ポスターを作成し，関係機関に送付。 

SNSの活用（Facebook） 

イベントのプレスリリース 

 

〔H30年度予算額〕  

3,000千円 

Ｈ31年度の取組 

  

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了  
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事業名称 ホームページ更新事業 担当 企画政策課 

〔目 的〕 

本市の情報をより分かりやすく発信するため，本市ホームページのトップページデザインを

より親しみやすいデザインに変更する。 

 

〔事業概要〕 

トップページについて，スマートフォン・タブレットなど閲覧する媒体により適切な大きさ

で表示できる「レスポンシブデザイン」を導入し，無償の Google 翻訳を各ページへ組み込ん

で，多言語（英語・中国語・韓国語など）に対応させる。 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

H30.5.15  

保守契約期間中の CMSシステム 

「WillCommunity」を取り扱う 

(株)サンネットと業務委託契約 

H30.11.30 完了通知受領 

H30.12.31 委託料支払 

 

〔Ｈ30年度の周知（広報）状況〕 

・【庁内】 

庁内会議にて周知するとともに， 

庁内情報システムにおいてもトッ 

プページ更新について周知。 

・【庁外】 

ホームページ、SNS（ツイッター・ 

フェイスブック）及び広報たけは 

らへ掲載することにより周知。 

 

〔H30年度予算額〕 

999千円 

 

 

 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 デザインの軽微な修正について、保守の範囲内でサンネット株式会社と調整する。 

 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

 

【変更前】 

 

【変更後】 
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事業名称 郷土産業振興館運営事業 担当 産業振興課 

〔目 的〕 

本市で生産される農林水産物の生産性を高め、新規商品開発によるブランディングを図り，

市内の農林水産物を広く県内外に流通させることにより第１次生産者の所得向上や雇用を創

出するとともに，体験交流事業を通じて「食による観光まちづくり」を進める。 

 

〔事業概要〕 

本市の農林水産物の原材料を加工し、安定した流通を可能にするとともに、原材料を加工し

た新規商品開発を行い生産者の収入を増加させるため，体験型交流拠点機能を備えた農林水産

物加工拠点施設の整備及び運営を行う。 

 

〔実施状況(Ｈ30.4月～Ｈ31.2月)〕 

【農林水産物を活用した商品開発・生産・販売】 

〇加工業務の委託  芸南漁業協同組合 

〇加工所等先進地視察  三原漁協，福山水産加工センター，川根柚子協同組合 ほか 

  〇食品衛生法等の認可申請  食品加工（申請済），魚肉練り製品製造（協議中） 

  〇専門家の指導・助言  商品開発・販売促進・経営管理の各分野において，専門家から 

指導・助言を受ける。 

  〇商品開発・検討  漁飯レトルト，冷凍あなご，海ぶどう，鮮魚の加工・凍眠化， 

飲食店等への業務用加工品（たい，たこ，チヌ，たけのこ ほか） 

  〇営業活動  道の駅，給食センター，市内外の飲食店，小売店，ホテル ほか  

〇販売  冷凍たこの切り身（道の駅），たけのこの水煮（道の駅）  

  

〔Ｈ30年度の周知（広報）状況〕 

 【農林水産物を活用した体験交流及び情報発信】 

  〇施設を活用した体験交流  キッズ野菜ソムリエ，ピザづくり体験 

 〇情報発信  フードフェスタ，せとぽる，バンブーフェスなどのイベントに参加し， 

農林水産物を活用した加工品をＰＲした。 

 

〔H30年度予算額〕 

 32,238千円 

 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 引き続き，加工業務を委託し生産を行うとともに，更なる商品開発・販売活動を実施する。 

 

〔H31年度予算額〕 

  28,838千円 

 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 



- 12 - 

 

 

事業名称 築磯漁場整備事業 担当 建設課 

〔目 的〕 

漁業資源の維持・拡大を図るため,自然石を利用した築磯を海底に設置する。 

 

〔事業概要〕 

築磯自然石（１ｔ以内）７６０ｍ3 設置 

場所：忠海長浜沖 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

H30.4月～H31.1月 

  交付申請・関係官公庁許可申請等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔H30年度予算額〕 

4,500千円 （内県費 3,000千円） 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 次回,県補助金割当予定は平成 32(2020)年度のため平成 31年度については実施予定なし 

 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

実施イメージ 
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事業名称 都市公園整備事業 担当 都市整備課 

〔目 的〕 

公園施設の長寿命化対策により，ライフサイクルコスト縮減を推進し，効率的な公園の維持

管理を行うとともに，市民が安全で安心して利用できる公園整備を行う。 

〔事業概要〕 

 市内公園の遊具やバンブー・ジョイ・ハイランドの各種電気・機械設備等は経年劣化により

老朽化が著しいことから，竹原市公園施設長寿命化計画に基づき改修・更新し，利便性の向上

や防災機能の向上を図る。 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2) 〕 

 ・バンブー・ジョイ・ハイランド広場整備工事 

   平成 29 年度に整備した幼児用複合遊具に続き，児童用複合遊具を整備するとともに，

経年劣化で老朽化したそりすべりの更新を実施中。 

   7月豪雨により，土砂災害等が発生していることから，一部工事は平成 31年度へ繰越 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・バンブー・ジョイ・ハイランド空調施設設備改修工事 

   文化施設である竹の館の空調設備の老朽化が著しいことから改修工事を実施 

 ・バンブー・ジョイ・ハイランド電気設備改修工事 

   体育館や竹の館の監視カメラ等の電気設備の老朽化が著しいことから改修工事を実施 

〔H30年度予算額〕 

91,800千円 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 バンブー・ジョイ・ハイランドにおいて，7月豪雨により被災した各施設の復旧にあわせて，

平成 30年度から繰越をしたそりすべりの改修工事を実施。 

 新町公園の老朽化した遊具や的場公園のパーゴラ等を平成 30 年度に更新する予定であった

が，７月豪雨の影響により平成 31年度に実施予定 

〔H31年度予算額〕 

 平成 30年度からの繰越予算で対応予定 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

児童用遊具のイメージ図 
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事業名称 救急相談センター事業 担当 健康福祉課 

〔目 的〕 

24時間 365日体制で電話相談を受け，潜在的重症者の早期受診，救急車・救急医療機関の適

正利用を促進するため，広島広域都市圏が実施する救急医療の電話相談事業。 

 

〔事業概要〕 

 急な病気やけがをした際に，救急車を呼ぶべきか，病院に行くべきか判断に迷った方からの

電話による相談に対応するもので，看護師が，病気やけがの症状を把握し，緊急性や応急手当

の方法，適切な医療機関などについて電話でアドバイス等を行う。 

○ 利用時間 24時間 365日 

○ 電話番号 ＃7119（つながらない場合は，082-246-2000） 

○ 相談料 無料（ただし通話料は相談をした方の負担） 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

○ 開始日時 H31.1.28 正午  

○ 実績（開始～H31.2.17） 

   竹原市からの相談件数：９件 （相談件数総数：3,135件） 

 

〔Ｈ30年度の周知（広報）状況〕 

 広報たけはら 2月号に掲載 

 市内の医療機関，調剤薬局，歯科医療機関，公民館等にポスター，リーフレット，カードを

配布（H31.１月上旬） 

 竹原市ホームページ，ケーブルテレビで周知を図る。（H31.1月） 

 乳幼児健診，健康相談等でカードを配布し周知を図る。（H31.1月～） 

 

〔H30年度予算額〕 

  215千円 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ31年度の取組 

〔事業概要〕 

 受診できる医療機関の紹介や病気やけがの症状を把握し，アドバイスを行うことで，市民の

安心につながるため引き続き継続実施する。 

 

〔H31年度予算額〕 

  818千円 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 
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事業名称 全国瞬時警報システム改修事業 担当 総務課 

〔目 的〕 

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を新型受信機に移行し，災害情報の伝達について，一

層の迅速化をはかるもの。 

 

〔事業概要〕 

 Ｊアラート現行受信機（ＪＡＲＳ－１０００）の導入から５年が経過しており，より迅速な

情報伝達が可能となるＪアラート新型受信機（ＪＡＲＳ－２０００）に移行する。 

 

〔実施状況( Ｈ30.4～Ｈ31.2月) 〕 

 ・平成３０年 ４月２７日 入札公告 

 ・平成３０年 ５月１６日 開札 

 ・平成３０年 ６月 １日 物品購入契約締結（相手方：㈱立芝） 

 ・平成３０年 ８月３０日 納品 

・平成３０年１１月２１日 全国瞬時警報システム全国一斉情報伝達試験実施 

              異常なし 

 ・平成３１年 ２月２０日  上記と同様の試験実施し異常なし 

以降，順調に稼働中 

 

〔H30年度予算額〕 

1,667千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ31年度の取組 

 

事業実施区分 新規 ・ 継続 ・ 終了 

 

 

全国瞬時警報システム（Ｊアラート） 


